○今のわたしについて考えてみましょう。





○こんな自分になりたい！！
	こんな自分になりたい
（学習）

	そのためにすること

	（生活：そうじの時間、かかり活動など）


	

	（家）

	





○なりたい自分にどれだけ近づけたか、ふりかえりましょう。
	（学習）

	（生活）


	（家）



	どのくらいできたか、○をつけましょう。
	よく
できた
	できた
	すこしできた
	あまりできなかった

	①自分の気持ちを、友だちにわかりやすく伝えることができましたか。
	
	
	
	

	②クラスや友だちのために、進んで行どうしたり、協力したりできましたか。
	
	
	
	

	③しらべたいことや知りたいことがあるとき、自分から進んで先生にしつもんしたり、本でしらべたりできましたか。
	
	
	
	

	④しょうらいのゆめや目ひょうに向かってがんばったり、べんきょうやせいかつのし方をくふうしたりできましたか。
	
	
	
	





各ページの記入項目は、一度に記入しても、項目ごとに分割して記入しても、どちらでも構いません。実態や取組に合わせて記入します。





新しい学年への前向きな気持ちで書けるよう支援します。２年生で記入したページを参考にしながら、自分の成長を感じ、さらに力を伸ばしていこうという意欲につなげます。振り返りから見通しをもつ流れを大切にします。





名前





３年生　新しい学年がはじまりました





（しゃしん・にがお絵）











自分のよいところ・とくいなこと








すきなこと・今むちゅうになっていること








しょう来のゆめ





自己肯定感を高める項目。書けない児童には、担任や友達が思うよいところなどを伝えるなどの支援をします。





好きなことや夢中になっていることが、将来の希望や夢につながります。





就きたい職業、「オリンピックに出たい」のような目標、「〇○な大人になりたい」といったなりたい自分の姿など様々な夢があります。どの夢も認め、その夢に向かって、今何をがんばるか考えるきっかけにします。





・１年間でどんな自分になりたいかをイメージさせ、そのための具体的な行動目標を意思決定させます。


・定期的に自分が決めた目標を朝の会などで振り返ります。途中で目標が変わる児童もいるので、必要に応じて、修正していきます。





みんな（学級）のためにがんばりたいこと





集団のために、自分に何ができるのかを考えることは、社会で生きていくために必要な資質・能力の育成につながります。





保護者からのコメントを得ることが難しい場合、保護者以外の方からのコメントをもらうなどの配慮が必要です。また、このシートを家庭訪問等で活用し、コメントの内容を考えてもらうことができます。





児童が記入したことに寄り添ったコメントが自己肯定感を高めることにつながります。保護者には、コメントを記入してもらうことの意義を説明します。





先生から





家の人などから





３年生　〇がっきをふりかえりましょううう





名前





これまでの授業や学校行事の記録、キャリア・パスポートなどをもとに記入します。





・「できた・できていない」の０か１００だけではなく、できるようになるために行動した自分にも気づかせることが何より大切です。


・前の学期と内容が同じになる児童もいる。頑張り続けていることとして、肯定的に捉えられるよう支援をします。





各学校で身に付けさせたい力に合わせて、項目を設定します。


学年の始めに、児童と共有しておくことが必要です。





どれだけ力がついたかを自己評価します。





今学期の自分を振り返った後に、学級全体で交流するなど対話する時間を設定し、成長に対する気づきを深めます。その後、自分自身にメッセージを送ります。先生・家の人などからのコメントを読んでから記入するのもよいでしょう。





保護者からのコメントを得ることが難しい場合、保護者以外の方からのコメントをもらうなどの配慮が必要です。また、このシートを個人懇談で活用し、懇談の中でのやりとりからコメントの内容を考えてもらうことができます。








児童が記入したことに寄り添ったコメントが自己肯定感を高めることにつながります。保護者には、コメントを記入してもらうことの意義を説明します。





来学期の自分へのメッセージ





先生から





家の人などから





一番楽しかったことやがんばったこと











